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＊
時
：
四
月
五
日
（土
）十
四
時
〜
十
六
時 

＊
所
：
練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル 

第
一
部 

和
太
鼓
演
奏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
石
神
井
太
鼓
保
存
会
せ
ん
ば
太
鼓
） 
 
 

第
二
部 

子
ど
も
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
発
表 
 

第
三
部 

練
馬
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ
募
金
贈
呈 

第
四
部 

「
講
演
」
徳
江
秀
雄
統
括
主
席 
 
 
 
 

メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
家
庭
を
よ
く
す
る
」 

 
 
 
 
 

サ
ブ
「
和
や
か
な
家
庭
づ
く
り
が
日
本
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
」 

＊ 

チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム
ま
で
、
あ
と
三
十
五
日
。 

＊ 

大
勢
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

図

書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

諏
訪
本
雄
次 

 

中
村
西
小
学
校
よ
り
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
請

が
あ
り
、
千
葉
さ
ん
ご
夫
妻
と
共
に
参
加
し
て
丸
一
年

（
毎
週
一
回
）
が
経
過
し
ま
し
た
。

 

去
る1

月
三
十
一
日
（
木
）
に
は
、
六
年
生

の
児
童
を
対
象
に
「
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
の
意
義
や
動
機
な
ど
の
体
験
話
」
を
お

願
い
し
ま
す
、
と
同
校
か
ら
要
請
を
受
け
て

参
加
し
た
。
最
初
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
と

題
し
て
定
義
を
述
べ
、
次
に
自
分
自
身
の
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
動
機
に
つ
い
て
話

し
た
。
最
後
に
良
い
書
物
と
の
出
会
い
（
読
書
）
が
、

と
て
も
重
要
で
す
と
述
べ
て
締
め
く
く
っ
た
。 

 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
に
参
加 

 

千
葉
協
治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
月1

日
（
金
）
中
村
西
小
学
校
六
年
生
、
家
庭
科
の

授
業
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
話
を
し
て
頂
き
た
い
と

の
要
請
が
あ
り
参
加
し
た
。
約
十
分
の
持
ち
時
間
で
、

①
参
加
の
動
機
②
活
動
内
容
を
話
し
た
後
、
③
児
童
に

望
む
こ
と
と
題
し
て
、
（
一
）
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
以
上

に
読
書
時
間
を
持
っ
て
頂
き
た
い
（
二
）
基
本
的
な
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
て
頂
き
た
い
旨
の
詳
細
四
項
目

を
話
し
て
私
の
話
を
終
っ
た
。（
紙
面
の
都
合
上
省
略
） 

＊
お
二
人
の
内
容
を
聴
き
た
い
人
は
連
絡
下
さ
い
。

 

大
正
琴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

小
野
澤
紀
子 

 

八
年
程
前
、
一
人
の
会
員
さ
ん
が
大
正
琴
を
習
い
た

い
、
と
の
一
言
が
現
在
の
よ
う
に
な
る
と
は
想
像
も
し

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
六
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

ボ
ケ
防
止
に
と
思
っ
て
習
い
始
め
ま
し
た
。 

 
 
 

 

無
免
許
の
私
で
す
が
、
一
拍
が
二
拍
の
リ
ズ
ム
と
間

違
え
た
り
し
な
が
ら
、
現
在
で
は
我
が
家
で
毎
週
水
曜

日
二
時
〜
四
時
ま
で
、
還
暦
を
過
ぎ
て
か
ら
始
め
た
会

員
さ
ん
六
人
で
仲
良
く
練
習
を
し
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ

り
し
た
り
、
お
茶
飲
み
も
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 

会
の
名
称
は
「
な
か
よ
し
会
」
と
つ
け
ま
し
た
。 

平
成
十
三
年
九
月
の
敬
老
の
日
の
お
祝
い
に
、
練
馬

区
立
大
泉
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
六
人
お
揃
い
の

衣
裳
で
演
奏
を
し
て
、
皆
さ
ん
大
き
な
声
で
唄
っ
て
、

大
変
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
以
来
、
毎
月
一
回
一
時
間

ホ
ー
ム
で
（
童
謡
と
か
や
さ
し
い
曲
が
殆
ど
で
す
が
）

弾
き
な
が
ら
歌
っ
た
り
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

楽
し
か
っ
た
又
来
て
ね
の
言
葉
が
嬉
し
く
励
み
と

な
り
喜
ん
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
昨
年
四
月1

日
付
で
感
謝
状
も
頂
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
も
六
人
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ

と
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
大
賀
さ
ん
お
休
み
） 

         

 
 

発
行
責
任
者
・
小

林

三

雄 
 

編
集
責
任
者
・
樋

田

信

子 
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二
月
十
六
日
（
土
）
十
八
時
三
十
分
よ
り
石
神
井
区

民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
田
形
健
一
局
長
を
お
迎

え
し
て
純
粋
倫
理
学
習
会
第
二
講
が
開
か
れ
、
五
十
六

名
が
参
加
し
た
。
田
形
局
長
の
講
義
内
容
は
「
墓
参
の

意
義
」
に
つ
い
て
、
栞
十
三
条
の
敬
神
崇
祖
に
つ
い
て

は
、
親
・
祖
先
・
肉
親
縁
者
を
尊
ぶ
と
言
う
事
は
、
ほ

か
な
ら
ぬ
自
分
自
身
を
向
上
す
る
と
い
う
、
明
る
い
積

極
的
な
前
向
き
な
人
生
を
送
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
、
受

講
者
全
員
に
感
銘
を
与
え
た
。 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

合
同
お
は
よ
う
倫
理
塾 

 

 
 
 
 
 
 
 

二
月
十
七
日
大
泉
会
場
に
て
、
前
夜 

 
 
 
 
 
 

に
引
き
続
き
田
形
局
長
を
お
迎
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

し
て
行
っ
た
。
参
加
者
五
十
三
名
。 

 
 
 
 
 
 

講
話
内
容
は
、
こ
れ
か
ら
の
倫
理
活

動
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
、
新
世
誌
上
に 

 
 
 
 
 
 

発
表
さ
れ
た
（
十
月
号
〜
三
月
号
）

丸
山
理
事
長
の
新
世
言
の
内
容
、 

 
 
 
 
 
 

こ
れ
か
ら
の
私
共
の
人
生
の
活
き

方
の
要
約
、
こ
れ
か
ら
の
倫
理
運
動

の
道
筋
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
参
加
者

全
員
に
勇
気
を
持
っ
て
実
践
す
る
よ

う
激
励
さ
れ
た
。 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
月
十
九
日
（
火
）
石
神
井
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に

高
松
祐
子
生
涯
局
特
別
講
師
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ

た
。
参
加
者
若
い
パ
パ
一
人
を
含
め
若
い
マ
マ
三
十
五

名
、
お
子
様
二
十
五
名
、
お
手
伝
い
三
十
五
名
。 

 

高
松
講
師
の
お
話
は
、
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
て
い
る

「
目
か
ら
う
ろ
こ
、
子
育
て
が
変
わ
る
」
〜
意
外
な
と

こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
〜
の
テ
ー
マ
で
、
子
ど
も
と
は

何
か
、
幼
児
期
・
児
童
期
・
思
春
期
の
特
徴
、
子
ど
も

の
脳
の
発
達
を
レ
ジ
ュ
メ
に
沿
っ
て
説
明
さ
れ
た
。

 

子
ど
も
は
良
い
影
響
を
与
え
れ
ば
良
く
な
り
、
悪
い

影
響
を
与
え
る
と
悪
く
な
る
。
ほ
め
こ
と
ば
と
七
秒
間

の
、
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
し
め
が
親
子
の
信
頼
関
係
を
高
め

と
て
も
大
切
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 

質
疑
応
答
の
時
間
は
と
て
も
活
発
で
黒
一
点
の
お

父
さ
ん
が
、
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
し
め
る
実
践
を
三
人
の
お

子
様
に
続
け
て
き
た
と
こ
ろ
、
喜
ん
で
順
番
を
待
っ
て

い
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
嬉
し
い
体
験
を
話
し
て
下
さ

っ
た
。
（
新
世
一
、
二
月
号
に
掲
載
の
紹
介
あ
り
） 

       

   

二
月
三
日
（
日
）
午
前
九
時
二
十
分
〜
午
後
三
時
迄 

大
雪
の
中
、
東
大
泉
区
民
館
に
於
い
て
練
馬
区
単
独
に

よ
る
秋
津
書
道
講
習
会
を
開
催
し
た
。
参
加
者
二
七
名
。 

 

初
め
に
土
木
書
道
講
師
か
ら
、
こ
の
日
の
課
題
「
自

分
の
思
い
を
自
分
の
字
で
書
く
」
た
め
の
心
構
え
即
ち

「
調
和
体
」
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
、
そ
し
て
土
木
・

福
田
・
太
田
書
道
講
師
の
席
書
き
（
模
範
書
き
）
が
始

ま
り
、
先
生
方
の
素
晴
ら
し
い
筆
の
運
び
に
思
わ
ず
感

嘆
の
声
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
上
が
り
ま
し
た
。 

 

 

そ
の
後
実
習
と
な
り
、
午
後
か
ら
は
清
書
を
し
、
こ

の
日
一
生
懸
命
書
き
上
げ
た
各
自
の
作
品
に
つ
い
て

講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
れ
も
こ
れ
も
心
の
こ
も

っ
た
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
の
作
品
で
し
た
。 

 
 

盛
会
裏
に
終
り
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

【
編
集
後
記
】1

月
二
一
日
の
地
球
倫
理
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

二
月
の
純
粋
倫
理
学
習
会
、
合
同
お
は
よ
う
倫
理
塾
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
席
し
「
す
べ
て
の
道
は
倫
理
に
通
ず
」
と
い
う
確
信

を
持
ち
ま
し
た
。

会
友
の
皆
様
方

の
実
践
を
待
望

い
た
し
ま
す
。 

 
 

（
記
、
谷
川
昭
） 

 
 
 
 


